
県外派遣報告書 
１ ⼤会名 第 52 回 九州中学校バスケットボール競技⼤会 
２ 派遣期間 ８⽉３⽇（⽔）〜５⽇（⾦） 
３ 派遣者 川井 剛 
４ 担当ゲーム 男⼦１回戦 三股―成章 CC 

⼥⼦準決勝 コザ―菊陵 CC 
５ 内容 男⼦ 1 回戦 三股―成章 

CC：川井 U１：平本（熊本） U２：﨑⼭（福岡） 
【PGC】 
・前⽇に basic な machanics について資料共有 
・当⽇、各県の審判員から⼊⼿した情報をもとに、スカウティング。キープ
レイヤーやチームの特徴を把握 
・起こりそうな PC の確認を映像で 
・ Position adjust、TO との連携 
【game】 

全体としては、鳴るべきものに笛が⼊り、primary や machanics を意識して
クルーとして取り組んでこられたゲームだった。その中で、ファウルの数か
ら、⽩が１４に対して⻘が５ということで、気になる数字だった。確かに、
⽩がより明らかだったが、こういうときこそ、⻘のやったものについて取り
こぼしは絶対にできないメンタルで臨んだ。クルーとしては、Center からの
コールが多かった。積極的に判定することができていた。 
 個⼈的な反省としては、３Q の SC 成⽴の場⾯。Clock Primary は Trail だ
が、Center の⾃分がリング HIT 無しをもっと強く確認し、セカンダリーで成
⽴をコールすべきだった。その直後に⽩はファウルを吹かれており、不利な
状況を作ってしまった。 
【ゲーム後】IR 岡井⽒（佐賀県 A級） 

映像を⾒ながらの振り返り。特に、ゲーム序盤に⽰した基準に照らし合わ
せて検証すると、コールが必要だった場⾯やコールの必要ない場⾯はなかっ
たか？というお話だった。 
 確かに、ゲームの最初の笛で⽰した基準に類似した触れ合いが起こってい
たので、クルーとして同じものを同じように吹いていく部分が⾜りなかっ
た。 
⼥⼦準決勝 コザ―菊陵 
CC：川井 U１：⾨川（宮崎） U２：松⽥（⻑崎） 
【PGC】 
・前⽇の両チームのゲームレポートやパンフレット、⼥⼦会場での様⼦から
スカウティング・ 
・ビックマンに対する守り⽅、⼿の使い⽅がポイントであるという共有。 



・シリンダー、ポジションアジャストに関して映像で確認 
・遠慮しないで情報を出しあう 
【game】 
 カンファレンス通り、ビックマンに対する守り⽅と、⼿の使い⽅がポイン
トとなるゲームだった。ファーストコールが U２からのコールで、ビックマ
ンに対するイリーガルな触れ合い（オフボール）だった。とてもいい形で試
合に⼊り、ビックマンのトラベリングや、オールコートの⼿の使い⽅にもテ
ンポ良く笛が⼊った。 
 ただ、ゲームの進め⽅、終わらせ⽅という点で、もっとシンプルに淡々と
笛を⼊れていくことが必要だったと感じた。それは、ボールマンに対するシ
リンダーをおかした触れ合いについて、もっともっと基準を⽰すことができ
ていなかった点である。強くメッセージしていくことが課題となった。 
【ゲーム後】IR 野⽥⽒（福岡県 S級） 
 反省通り、ポイントとして挙げていたポストディフェンスや⼿の使い⽅な
どシリンダーの部分でもっとシンプルに判定できたのではないかというお話
であった。ゲームとしては、負けているチームも最後までよく頑張り、⾒応
えのあるナイスゲームだったとのことであった。 
 いろいろ考えてしまって笛が重たくなることも分かるが、シンプルに⾒た
ものをコツコツ積み上げていくことが⼤事だということであった。 

６ 所感  全中に出場できるのは３チームだけというシビアな状況下で、観客も⼊り
とても注⽬度の⾼い⼤会でした。分かりやすく⼤きなプレゼンテーション
や、CC としての決断⼒や、何かイレギュラーなことが起こった際の対応とい
うテーマをもって臨んだ中で、意識して実践できたことが多く、収穫があり
ました。２試合とも CC ということで、いろいろなところにアンテナをはり
ながら、ゲームフローを感じ取って進めてきたが、必要な判定を下すことが
できなかったのは⼒不⾜を感じた⾯もありました。 
 宮崎県は、九州⾼校から引き続きのブロック⼤会ということで、⼤変な中
だったと思うが、気を配っていただき、ありがたかったです。全試合必ず
iPad での撮影をしていただき、映像を使った振り返りができたのでとてもい
い学びにつながりました。 
 今後も、感染症対策をしながら⼤会運営が続いていくことが考えられま
す。オフコートでの取り組みも参考にし、⿅児島でのビックイベントに備え
たいです。 
 最後になりますが、宮崎県の皆様はじめ、派遣に際してご配慮くださった
⿅児島県バスケットボール協会に感謝申し上げ、派遣の報告といたします。
ありがとうございました。 

 


